
導入システム

営業戦略においては

商品毎の販売実績データが必要

キリンビバレッジは、「新しい飲料

文化の創造」を経営理念として、時代

を先取りした質の高い商品とサービ

スの提供を続ける大手清涼飲料メー

カーだ。同社は、東京に本社を置き、

首都圏本部・近畿圏本部と全国9支

社・2量販部を拠点として営業活動を

行い、あらゆる販売チャネルを活用し

て、全国の市場をカバーしている。コ

ンビニやスーパーなどへの卸（問屋）

を介した販売ルートのほかに、小売

店や自動販売機などに直接営業活

動を行うダイレクトセールスも実施。ま

た、全国を網羅する６つの自動販売

機オペレーション会社において、独自

の自動販売機チャネル販売体制を構

築している。キリンビバレッジは、これ

らの流通ルートをもつことによって強

力な営業力を発揮している。

一方、キリンビジネスシステムは、キ

リンビールおよびキリンビバレッジを

株主とするITサービス会社だ。キリ

ングループに対するシステム開発･運

用、ヘルプデスクセンター業務、情報

処理･情報提供サービス等を主軸と

して、キリングループ以外の企業に

対するシステム開発・運用事業も行

っている。キリンビバレッジのシステ

ムに関しては、情報システム部が全

社的なシステム企画を担当し、実際

のシステム開発および運用をキリン

ビジネスシステムが担当している。

キリンビバレッジでは、営業戦略

上必要となる販売実績データを入手

するために、従来はキリンビール向

けに構築された販売情報システム

「RDP（Retail Data Pool）」を使用し

ていた。しかし、このシステムは、キ

リンビールの業態に即したもので、キ

リンビバレッジの営業形態に沿った

ものではなかった。従って、必要な

データが格納されていてもそれを望

ましい形で取り出すことができず、デ

ータを有効活用することができてい

なかった。例えば、商品毎の販売実

績データを入手することができず、キ

リンビバレッジとしてきめ細かい営業

戦略を立てるには不十分だった。ま

た、キリンビールのRDPシステムは、

メインフレームベースであり、操作画

面等のユーザインタフェースもエンド

ユーザにとって、使いやすいものとは

いえなかった。

営業本部 営業部 部長代理の武

田 俊紀氏は、「営業組織としては、営

業戦略を立て、それにもとづいて販

売目標を掲げ、その上で実績の検証

を行えなければなりません。そのた

めにはまず、エリア毎、販売チャネル

毎にどのような商品がどれだけ売れ

たか、という正確なデータを把握する

必要があります。そのため、キリンビ

バレッジの営業形態に対応したシス

テムが不可欠でした」と語っている。

「LinuxとJava」の経験を重視し、

開発パートナーとして

テンアートニを選択

2003年10月に、営業本部から情報

システム部に対してキリンビバレッジ

独自の、新販売情報システムを構築

してほしいとの要望が寄せられた。

新システムに対する主な要件は、「キ

リンビバレッジの営業戦略に沿った、

見やすい画面にすること」、および

「Webブラウザから簡単にデータを参

照できること」だった。キリンビバレッ

ジの営業本部、情報システム部、そし

てキリンビジネスシステムが協力して、

同年12月から2004年2月まで、新シス

テムに対する要件定義を行った。

キリンビジネスシステムは要件定

義と並行して、4つの会社にRFP（提

案要望書）を提出。各社からの提案

を評価し、最終的に開発パートナー

として、テンアートニを選択した。選

択理由には大きくふたつあり、第一

は「テンアートニさんから提案され

た画面が、一番見やすいもので、シ

ンプルで使いやすいと判断したこ

と」、第二は「以前にも、テンアートニ

にLinuxとJavaをベースにした開発

を依頼したことがあり、そのときの

経験から、開発生産性の高さを認

識していたこと」だった。

実際の作業としては、キリンビジネ

スシステムが、新システムの概要設計

を行い、詳細設計とコーディングをテ

ンアートニが担当した。テストについ

ては、相互に行う形をとった。そして、

いくつかの機能ごとに、段階的に開

発を行っていった。約35人月規模の

第１次開発は2004年５月に、25人月

規模の第２次、第3次開発はそれぞ

れ8月、12月に完了し、現在すでに本

番稼動している。

テンアートニと共同でシステム構築

を行ったキリンビジネスシステム シス

テム管理２部リーダーの今福 亮氏

は、テンアートニについて、「短期間

で開発するという厳しいスケジュー

ルだったのですが、予定通り対応し

てもらえて感謝しています」と語り、

続けて「この1年間で、1次、2次、3次

開発を行い、テンアートニさんもキリ

ンビバレッジのシステムに関するノウ

ハウを蓄積されたところですので、こ

れからも協業してシステム構築を進

めていきたいですね」と語る。

数値にもとづいた

的確な営業活動が可能に

新販売情報システムは、OSとして

Linux、アプリケーションサーバとし

てWebSphere、開発フレームワーク

としてテンアートニのDeveloperCafe

を採用し、Javaを用いて開発されて

いる。同システムでは、メインフレー

ム上のシステム（キリンビールのRDP）

から必要なデータを抽出し、UDB上

にデータを保持。ユーザはWebブ

ラウザからデータを参照することが

できる。

キリンビバレッジでは新販売情報

システムに関して、北海道から九州

まで、すでに数回の説明会を行い、

システムの活用を促している。新シ

ステムは、約百名にのぼる現場の営

業担当者のほか、営業管理者や支

社長、そして本社の営業本部や各部

にも利用されている。

新システムによるメリットとして、現

場の営業担当者が商品毎の販売量

を正確に把握できるようになり、実際

の数値にもとづいた的確な営業活

動を行えるようになったことが第一

にあげられる。これまでは、お得意

先に確認して実際の販売量を把握

していたため、即時に正確なデータ

を収集するのは難しかった。武田氏

も、「新システムによって、例えば“生

茶”をリニューアルした場合に、リニ

ューアル前と後の販売量をすぐに把

握できるようになり、大変便利になり

ました」と述べている。

システムは現在、第4次開発が進

行中である。同じ販売実績データで

も、実際には組織によって見る角度

が異なるため、第4次開発ではエリ

ア毎、チャネル毎、問屋毎に販売量

を把握できるように機能追加を行っ

ている。

武田氏は、「戦略課題は定性的で

あいまいになりがちですので、そこに

数値を加えることがもっとも重要とな

ります。数値にもとづいて、営業組織、

そして営業担当者一人一人の目標

管理を行うことで、評価につなげるこ

とができます。現在は実績データの

蓄積が中心ですが、企業としてはシ

ェアや利益拡大につなげられるよう

にシステムを拡張していきたいと考え

ています」と語る。

同社情報システム部主任の阿部

聡氏も、「新販売情報システムはこれ

からも発展していきます。今後、組織

としての目標管理や評価にも、このシ

ステムのデータを活用できるようにな

ります」と語っている。新販売情報シ

ステムは同社の営業戦略を支えなが

ら、さらに進化をつづけていく。

システム構成全体像 

Web/APLサーバ 

ホスト 

営業担当 LAN環境 

RDP 
データ 
参照 

ホスト 
接続 

WebSphere＋Servlet/JSP 
によりWebシステムを構築 

DDCSを使用し、Javaから
ホストのデータ参照および、
マスタメンテナンス時のアッ
プデートを行う 

クライアント側はWebブラ
ウザでデータ参照。 

◎会社概要

社名：キリンビバレッジ株式会社

設立：1963年4月

本社：東京都千代田区神田和
泉町1番地神田和泉町ビル

資本金：84億1,650万円

従業員数：連結4,061名、単体
1,756名（2004年12月31日現
在）

事業内容：清涼飲料の製造およ
び販売

URL：http://www.beverage.co.jp/
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キリンビバレッジ株式会社 様

営業戦略を支える新販売情報システム
～LinuxとJavaをベースに短期開発を実現

大手清涼飲料メーカーのキリンビバレッジは、同社の営業戦略を支援す

るWebアプリケーション「新販売情報システム」を構築。メインフレーム

からデータを移行し、Webブラウザから簡単に販売実績データを参照で

きる当システムは、全国に広がる数百名の営業担当者の営業活動を支

援するもの。同社のシステム開発･運用を担当するキリンビジネスシステ

ムは、開発パートナーとしてテンアートニを選択し、LinuxとJavaをベース

にした新システムの短期開発を実現した。
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